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　電気事業の令和７年度下半期の業務状況と令和８年度の事業の経営方針及び予算の概要

をお知らせします。

１　事業の概況

　　本事業では、県内の６つの河川総合開発事業等により設置した14の水力発電所及び４

　つの太陽光発電設備において発電を行い、電気を供給しています。

　　令和７年度下半期は、降雨量が少なかったことなどから、供給電力量は 6,394万kWh

  余で、目標に対する達成率は49.1％となりました。

　(1) 供給電力量
（単位：千kWh）

令和６年度

115.5%

120.1%

70.9%

68.3%

44.7%

45.1%

－

77.8%

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

　(2) 職員の状況
（単位：人）

※各年度３月31日現在の人員（管理者を除く。）

34,287

△ 28,915

△ 66,331

△ 17,902

△ 13,4225,096

16,385

63,948

101,380

7,180

△ 8,471

月　別

10月

11月

12月 42.7%

57.4%

27.5%

47.8%

△ 8,724

△ 5,336１月

49.1%

－

18,322

15,218

130,279

130,295

18,518

12,516

9,851

6,494

２月

３月

下半期計

前年度下半期計

53.8%

電気事業の業務状況

達 成 率
比　較

31,418

目　標

（Ａ） （Ｂ－Ａ）

実　績

（Ｂ）

△ 12,47518,943

令和７年度

（Ｂ／Ａ）

60.3%

前年度下半期 26 95 121 18 139

区　分
常勤の職員及び短時間勤務職員 会計年度

任用職員
合計

下半期 26 90 116 18 134

技 術 職事 務 職 小計
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２　経理の状況
　　収益的収入については、営業収益の減等により、事業収益の収入率は99.4％となりました。
　　収益的支出については、営業費用の減等により、事業費の執行率は85.8％となりました。

　(1) 収益的収入及び支出（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

 ア　収　入 （消費税込み　単位：千円）
予 算 額 収入済額 増 減 額 収 入 率
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）
4,967,443 4,666,598 △ 300,845 93.9%

(2,047,589)

84,470 66,655 △ 17,815 78.9%
(12,161)

234,223 283,865 49,642 121.2%
(135,310)

166,612 345,783 179,171 207.5%
(255,780)

0 55,119 55,119 －
(55,119)

5,452,748 5,418,021 △ 34,727 99.4%

4,850,372 5,517,770 667,398 113.8%

※（）書きが下半期分で内数です。
※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

 イ　支　出 （消費税込み　単位：千円）
予 算 額 執行済額 繰 越 額 不 用 額 執 行 率 
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ－Ｂ－Ｃ） （Ｂ／（Ａ－Ｃ））

7,094,074 5,667,812 526,790 899,473 86.3%
(3,755,878)

87,373 77,928 0 9,445 89.2%
(48,593)

3,129 3,122 0 7 99.8%
(1,395)

101,794 94,557 0 7,237 92.9%
(68,480)

0 0 0 0 －
(0)

50,000 0 0 50,000 0.0%
(0)

7,336,370 5,843,419 526,790 966,161 85.8%

8,093,273 6,599,690 689,900 803,683 89.1%

※（）書きが下半期分で内数です。
※予算額には前年度からの繰越額を含みます。
※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

財務費用

附帯事業費用

営業外費用

科　目

営業収益

財務収益

営業外収益

附帯事業収益

特別利益

事業収益

前年度事業収益

科　目

営業費用

予備費

事業費

前年度事業費

特別損失
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　(2) 資本的収入及び支出（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

 ア　収　入 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 収入済額 増 減 額 収 入 率
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

11,110 10,421 △ 689 93.8%
(10,421)

69,967 69,968 1 100.0%
(69,968)

0 10 10 －
(10)

81,077 80,399 △ 678 99.2%

70,142 89,538 19,396 127.7%

※（）書きが下半期分で内数です。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

 イ　支　出 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 執行済額 繰 越 額 不 用 額 執 行 率
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ－Ｂ－Ｃ） （Ｂ／（Ａ－Ｃ））

10,107,413 4,323,693 5,248,403 535,317 89.0%
(4,108,920)

52,086 52,085 0 1 100.0%
(26,178)

100,000 0 0 100,000 0.0%
(0)

10,259,499 4,375,778 5,248,403 635,318 87.3%

9,790,491 3,262,149 5,764,000 764,343 81.0%

※（）書きが下半期分で内数です。

※予算額には前年度からの繰越額を含みます。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

予備費

資本的支出

前年度資本的支出

資本的収入

科　目

工事負担金

貸付金返還金

固定資産売却代金

前年度資本的収入

科　目

建設改良費

企業債償還金

-3-



　(3) 損益計算書（令和７年４月１日～令和８年３月31日）
　　　収益の部は、電力料等により、47億 3,502万円余となり、費用の部は、55億
　 　5,245万円余となった結果、８億 1,743万円余の純損失を計上しました。
　　

　 　（消費税抜き 単位：千円）
備　考

営業収益 電力料など

附帯事業収益

財務収益

営業外収益

特別利益

営業費用

附帯事業費用

財務費用

営業外費用

特別損失

※（）書きが下半期分で内数です。
※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

　(4) 貸借対照表（令和８年３月31日現在）
　（消費税抜き 単位：千円）

金　額 金　額
固 定 資 産 35,127,050 固 定 負 債 3,781,881
電気事業固定資産 16,412,951 建設改良企業債 62,679
附帯事業固定資産 514,539 リース債務 1,354
事業外固定資産 109,319 引当金 3,710,849
固定資産仮勘定 4,601,635 雑固定負債 7,000
投資その他の資産 13,488,606 流 動 負 債 5,412,699

流 動 資 産 14,593,420 建設改良企業債 38,028
現金及び預金 3,205,180 リース債務 3,876
未収金 749,533 引当金 82,413
貯蔵品 2,069 未払金 2,806,139
短期投資 10,636,638 未払費用 616,049

預り金 14,194
雑流動負債 1,852,000

繰 延 収 益 563,329
長期前受金 1,973,957
長期前受金収益化累計額 △ 1,410,629

9,757,909
資 本 金 29,616,068
固有資本金 265
繰入資本金 34,388
組入資本金 29,581,416

剰 余 金 6,339,104
資本剰余金 321,823
利益剰余金 6,017,281

4,007,389
その他有価証券評価差額金 4,007,389

39,962,561
49,720,470 49,720,470

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

当年度未処分利益剰余金

区　分

当年度純損失
その他未処分利益剰余金変動額

収益の部

費用の部

区　分 区　分

負 債 合 計

評価・換算差額等

資 本 合 計
資産合計 負債資本合計

金　額
4,735,022
(2,110,394)

4,244,053
(1,862,466)

60,596
(11,056)

283,865
(135,309)

91,388
(46,443)

55,119
(55,119)

5,552,453

434,654
1,252,085

817,431

(3,615,089)

5,376,956
(3,496,372)

77,498

(0)
0

(69,012)
94,876
(1,395)
3,122

(48,309)
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３　資産・企業債及び借入金の現在高

　(1) 資産

　　　令和８年３月31日現在の資産の状況は、次のとおりです。

　（消費税抜き 単位：千円）

金　額

16,412,951 14,654,997

446,616

1,311,338

514,539 478,744

35,795

109,319 55,175

54,144

4,601,635 4,601,635

長期投資 9,378,922 6,964,845

9,160

2,404,917

基金 4,109,301 100,707

297,746

3,213,003

497,845

その他資産 383 206

その他資産 176

3,205,180 2,905,180

300,000

749,533

2,069

10,636,638

49,720,470

内　容

水力発電設備

送電設備

科　目

電気事業固定資産

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

有形固定資産

退職給付基金

減債基金

株式

渇水等欠損準備基金

特別修繕基金

分収林

建設仮勘定固定資産仮勘定

長期貸付金

合　計

未収金

貯蔵品

短期投資

定期預金

現金及び預金 当座預金

業務設備

長期前払金

出資金

小水力発電設備

太陽光発電設備

事業外固定資産

附帯事業固定資産

投
資
そ
の
他
の
資
産
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　(2) 企業債

　　　令和８年３月31日現在の企業債の状況は、次のとおりです。

　企業債明細 （消費税抜き　単位：千円）

発行総額 償還額累計 未償還残高 備　考

電気事業債 37,629,175 37,528,468 100,707

川原発電所 7,415 7,415 0

石河内第二発電所 9,885 9,885 0

石河内第一発電所 3,248,875 3,248,875 0

渡川発電所 4,051,000 4,051,000 0

綾第一発電所 7,314,000 7,314,000 0

綾第二発電所 4,056,000 4,056,000 0

立花発電所 2,403,000 2,403,000 0

三財発電所 2,328,000 2,328,000 0

岩瀬川発電所 3,091,000 3,091,000 0

祝子発電所 3,638,000 3,638,000 0

上祝子発電所 1,327,000 1,327,000 0

田代八重発電所 2,942,000 2,841,293 100,707

浜砂発電所 1,436,000 1,436,000 0

設備近代化 1,777,000 1,777,000 0

公共事業債 12,000 12,000 0

投資債 1,214,200 1,214,200 0

災害債 20,000 20,000 0

38,875,375 38,774,668 100,707 償還率 99.7%

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

　(3) 一時借入金

　　　令和８年３月31日現在、一時借入金はありません。

　(4) 他会計借入金

　　　令和８年３月31日現在、他会計からの借入金はありません。

投 資 先

合　計
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４　令和８年度の事業の経営方針及び予算の概要

　(1) 事業経営方針

　　　当事業については経営基盤の強化と供給信頼性の向上に努め、電力の安定供給を

　　図るとともに、公営企業として健全経営の維持と地域貢献の充実を積極的に推進し

　　ます。

　(2) 業務予定量

　　　水力発電等に係る年間供給電力量は、426,025千kWhを目標としております。

　  

　(3) 当初予算額

　　　事業収益は、営業収益の増等により昨年度に比べ15億 4,486万円の増、事業費は、

　　営業費用の減等により８億 9,340万円余の減を見込んでいます。その結果、収支残

　　は12億 9,102万円余のプラスを見込んでいます。

（消費税込み　単位：千円）

※資本的収支の不足額 3,758,040千円は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんする予定

５　むすび

 　 以上が、電気事業の令和７年度下半期の業務状況と令和８年度の事業の経営方針及

  び予算の概要です。

  　今後とも、本県の豊かな水資源を生かした水力発電や再生可能エネルギー導入の取

  組などを通して、本県の産業経済の振興と住民の福祉の増進に寄与してまいります。

区　分 令和８年度 令和７年度 前年度比

409,425 104.1%

年間供給電力量
（目標）

千kWh 千kWh

426,025

資
本
的
収
支

区　分

収
益
的
収
支 収支残 1,291,022

資本的収入 81,585

主な増減理由

事業収益 6,997,608 5,452,748 1,544,860 営業収益の増

令和８年度
（Ａ）

令和７年度
（Ｂ）

増　減
（Ａ－Ｂ）

事業費 5,706,586 6,599,989 △ 893,403 営業費用の減

△ 1,147,241 2,438,263

81,077 508 工事負担金の増

収支残 △ 3,758,040 △ 3,536,357 △ 221,683

資本的支出 3,839,625 3,617,434 222,191 建設改良費の増
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　工業用水道事業の令和７年度下半期の業務状況と令和８年度の事業の経営方針

及び予算の概要をお知らせします。

　　本事業では、細島工業団地に工業用水を供給する目的で、昭和39年10月から

　給水を開始しており、給水能力は日量 125,000㎥で、現在16社に給水を行って

　います。

　　令和７年度下半期は、常時使用水量は 1,054万㎥余で、目標に対する達成率

　は 100.0％となりました。

(1) 給水状況

（単位：千㎥）

※令和７年度年間常時使用水量（目標）21,150千㎥

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

(2) 職員の状況

（単位：人）

※各年度３月31日現在の人員（管理者を除く。）

※各年度とも 0.9人は地域振興事業会計との兼務

6.9

7.9

達 成 率

令和７年度 令和６年度

99.9% 1,247

100.2% 1,247

100.1% 1,127

－ 7,323

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

工業用水道事業の業務状況

１　事業の概況

月　別 基本使用水量

常時使用水量 未達水量

目　標 実　績 比 較

11月 2,945 1,738 1,738 0 100.0% 100.2% 1,207

10月 3,044 1,796 1,796 0 100.0%

１月 3,044 1,796 1,796 0 100.0% 100.2% 1,247

12月 3,044 1,796 1,796 0 100.0%

３月 3,044 1,796 1,796 0 100.0% 100.2% 1,247

２月 2,749 1,622 1,622 0 100.0%

前年度下半期計 17,869 10,531 10,546 15 － 100.1% 7,323

下半期計 17,869 10,546 10,546 0 100.0%

事 務 職 技 術 職 小計
区  分

常勤の職員及び短時間勤務職員
合計

会計年度
任用職員

前年度下半期 0 6.9 6.9

下半期 0 5.9 5.9 1

1
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　　収益的収入については、営業外収益の増等により、事業収益の収入率は 104.5％

　となりました。

　　収益的支出については、営業費用の減等により、事業費の執行率は79.7％となり

　ました。

 (1) 収益的収入及び支出（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

　ア　収　入 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 収入済額 増 減 額 収 入 率 
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

341,624 341,711 87 100.0%
(169,683)

36,048 44,608 8,560 123.7%
(26,371)

0 8,226 8,226 －
(8,226)

377,672 394,545 16,873 104.5%

383,552 376,581 △ 6,971 98.2%

※（）書きが下半期分で内数です。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

　イ　支　出 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 執行済額 繰 越 額 不 用 額 執 行 率
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ－Ｂ－Ｃ） （Ｂ／（Ａ－Ｃ））

477,006 356,503 36,806 83,697 81.0%
(232,253)

7,314 4,943 0 2,371 67.6%
(2,014)

0 0 0 0 －
(0)

6,000 0 0 6,000 0.0%
(0)

490,320 361,446 36,806 92,068 79.7%

456,226 352,706 9,994 93,527 79.0%

※（）書きが下半期分で内数です。

※予算額には前年度からの繰越額を含みます。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

２　経理の状況

科　目

前年度事業収益

科　目

特別利益

事業収益

営業収益

営業外収益

事業費

前年度事業費

特別損失

予備費

営業費用

営業外費用
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 (2) 資本的収入及び支出（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

　　ア　収　入 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 収入済額 増 減 額 収 入 率
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

0 0 0 －

1 1 0 100.0%

※（）書きが下半期分で内数です。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

　　イ　支　出 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 執行済額 繰 越 額 不 用 額 執 行 率 
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ－Ｂ－Ｃ） （Ｂ／（Ａ－Ｃ））

261,362 250,096 601 10,666 95.9%
(248,743)

60,000 60,000 0 0 100.0%
(60,000)

6,000 0 0 6,000 0.0%
(0)

327,362 310,096 601 16,666 94.9%

345,104 188,319 142,286 14,498 92.9%

※（）書きが下半期分で内数です。

※予算額には前年度からの繰越額を含みます。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

資本的支出

前年度資本的支出

科　目

借入金償還金

予備費

建設改良費

資本的収入

前年度資本的収入

科　目
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　(3) 損益計算書（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

　　　収益の部は、給水収益等により３億 5,611万円余となり、費用の部は、３億

　　 4,567万円余となった結果、 1,044万円の純利益を計上しました。

　　

　（消費税抜き 単位：千円）

収益の部

営業収益

営業外収益

特別利益

費用の部

営業費用

営業外費用

特別損失

※（）書きが下半期分で内数です。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

(4) 貸借対照表（令和８年３月31日現在）
　（消費税抜き 単位：千円）

金　額

固 定 資 産 固 定 負 債 1,751,734
有形固定資産 建設改良他会計借入金 480,000
無形固定資産 その他の他会計借入金 1,191,225
固定資産仮勘定 引当金 80,509
投資その他の資産 流 動 負 債 153,439

流 動 資 産 建設改良他会計借入金 60,000
現金及び預金 未払金 37,999
未収金 未払費用 51,124
貯蔵品 預り金 206
雑流動資産 引当金 4,110

繰 延 収 益 327,065
長期前受金 831,387
長期前受金収益化累計額 △ 504,322

2,232,238
資 本 金 869,064
固有資本金 2,906
組入資本金 866,159

剰 余 金 921,515
資本剰余金 1,170
利益剰余金 920,345

1,790,579
4,022,818

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

前年度繰越利益剰余金 180,714

当年度未処分利益剰余金

当年度純利益

その他未処分利益剰余金変動額

区　分

37,032
(18,794)

8,226
(8,226)

345,671

金　額
356,111

(181,293)
310,853

(154,273)

0
(0)

10,440

272,279

463,433

(224,247)
340,730

(219,310)
4,941

(4,937)

備　考

給水収益など

区　分

資産合計

金　額

2,198,107
2,167,282

1,652
29,023

149
1,824,711

61,036
42,815

860
1,720,000

4,022,818

区　分

資 本 合 計
負債資本合計

負 債 合 計
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３　資産・企業債及び借入金の現在高

  (1) 資産 

　  　令和８年３月31日現在の資産の状況は、次のとおりです。

　（消費税抜き 単位：千円）

12,757

75,515

1,578,494

498,759

1,756

569

1,082

29,023

140

9

61,036

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

  (2) 企業債
　  　令和８年３月31日現在、企業債の残高はありません。

  (3) 一時借入金

　  　令和８年３月31日現在、一時借入金はありません。

  (4) 他会計借入金
　  　令和８年３月31日現在の他会計借入金の状況は、次のとおりです。

（消費税抜き　単位：千円）

借入総額 償還額累計 未償還残高

1,746,606 1,746,606 0

2,924,405 1,193,180 1,731,225

4,671,011 2,939,786 1,731,225 償還率 62.9%

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

雑流動資産

合　計

固定資産仮勘定

合　計

借 入 先

一般会計

電気事業会計

無形固定資産

投資その他の資産

現金及び預金

未収金

貯蔵品

備　考

科　目

有形固定資産

860

1,720,000

4,022,818

61,036 当座預金

42,815

長期前払金

1,652 電話加入権

ソフトウェア

29,023 建設仮勘定

149 出資金

構築物

機械及び装置

備品

金　額 内　容

2,167,282 土地

建物
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４　令和８年度の事業の経営方針及び予算の概要

 (1) 事業経営方針

 　　当事業については、工業用水の安定供給に努め、県北地域の経済振興に寄与し

　 ていくとともに、更なる経営の安定化を図るため、引き続き費用抑制に努めます。

 (2) 業務予定量

 　　年間総給水量は、16社との契約水量を踏まえ 3,583万㎥余としています。

 (3) 当初予算額

　　 事業収益は、営業外収益の減等により昨年度に比べ 957万円の減、事業費は営

 　業費用の増等により 1,823万円余の増を見込んでいます。その結果、収支残は１

 　億 1,551万円余のマイナスを見込んでいます。

（消費税込み　単位：千円）

事業収益

資本的収入

資本的支出

※資本的収支の不足額 136,822千円は、借入金償還積立金等で補てんする予定

５　むすび

　  以上が、工業用水道事業の令和７年度下半期の業務状況と令和８年度の事業の

　経営方針及び予算の概要です。

　　今後とも、健全経営の維持に努め、低廉な工業用水を安定的に供給し、本県の

　産業振興に寄与してまいります。

主な増減理由
令和８年度

（Ａ）

令和７年度

（Ｂ）

増　減

（Ａ－Ｂ）

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

区　分 令和８年度 令和７年度

事業費 483,613 465,382

0 0

収支残 △ 136,822 △ 169,334

収支残

区　分

前年度比

年間総給水量
（目標）

千㎥ 千㎥

35,836 35,836 100.0%

368,102 377,672 △ 9,570 営業外収益の減

18,231 営業費用の増

△ 115,511 △ 87,710 △ 27,801

32,512

0

136,822 169,334 △ 32,512 建設改良費の減
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２　経理の状況

　　収益的収入については、営業収益の減等により、事業収益の収入率は85.0％とな

　りました。

　　収益的支出については、営業費用の減等により、事業費の執行率は83.4％となり

　ました。

　(1) 収益的収入及び支出（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

　ア　収　入 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 収入済額 増 減 額 収 入 率 
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

7,825 6,232 △ 1,593 79.6%
(6,108)

1,663 1,263 △ 400 75.9%
(597)

0 570 570 －
(570)

9,488 8,065 △ 1,423 85.0%

8,065 5,164 △ 2,901 64.0%

※（）書きが下半期分で内数です。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

　イ　支　出 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 執行済額 繰 越 額 不 用 額 執 行 率 
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ－Ｂ－Ｃ） （Ｂ／（Ａ－Ｃ））

16,610 15,004 0 1,606 90.3%
(6,400)

1,594 843 0 751 52.9%
(286)

0 0 0 0 －
(0)

800 0 0 800 0.0%
(0)

19,004 15,847 0 3,157 83.4%

34,422 30,412 0 4,010 88.4%

※（）書きが下半期分で内数です。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

前年度事業収益

営業費用

営業外費用

科　目

科　目

営業収益

営業外収益

特別利益

事業収益

前年度事業費

特別損失

予備費

事業費
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 (2) 資本的収入及び支出（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

 　ア　収　入

予 算 額 収入済額 増 減 額 収 入 率 
（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ） （Ｂ／Ａ）

0 0 0 －

0 0 0 －

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

 　イ　支　出 （消費税込み　単位：千円）

予 算 額 執行済額 繰越額 不 用 額 執 行 率 
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ－Ｂ－Ｃ）（Ｂ／（Ａ－Ｃ））

7,271 214 8 7,049 2.9%
(△ 7)

9,968 9,968 0 0 100.0%
(9,968)

3,000 0 0 3,000 0.0%
(0)

20,239 10,182 8 10,050 50.3%

18,974 15,513 0 3,461 81.8%

※（）書きが下半期分で内数です。

※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

（消費税込み　単位：千円）

科　目

資本的収入

前年度資本的収入

科　目

建設改良費

借入金償還金

前年度資本的支出

予備費

資本的支出
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４　令和８年度の事業の経営方針及び予算の概要

　(1) 事業経営方針

　　　当事業については、４月から地元の新富町に施設の譲渡を前提に運営を引き継ぐ

　　こととしました。

　(2) 業務予定量

　　　ゴルフ場の年間利用者数は、０人としています。

　(3) 当初予算額

　　　事業収益は、営業収益の減等により昨年度に比べ 1,875万円余の減、事業費は、

　　営業費用の増等により 668万円余の増を見込んでいます。その結果、収支残は

　　 2,407万円余のマイナスを見込んでいます。

※資本的収支の不足額12,989千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんする予定

５　むすび

　　以上が、地域振興事業の令和７年度下半期の業務状況と令和８年度の事業の経営

　方針及び予算の概要です。

0

建設改良費の減

収支残 △ 12,989 △ 20,239 7,250

資本的支出 12,989 20,239

0資
本
的
収
支

△ 7,250

△ 18,756

事業費 25,642 18,959 6,683 営業費用の増

収支残 △ 24,078 1,361 △ 25,439

資本的収入 0

令和７年度
（Ｂ）

増　減
（Ａ－Ｂ）

主な増減理由

収
益
的
収
支

事業収益 1,564 20,320

区  分 令和８年度 令和７年度 前年度比

年間利用者数
（目標）

人 人

0 29,000 0.0%

区　分
令和８年度

（Ａ）

営業収益の減

（消費税込み　単位：千円）
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令和７年度下半期

（令和７年10月１日から令和８年３月31日まで）

宮 崎 県 公 営 企 業 業 務 状 況 報 告 書

県 立 病 院 事 業

宮 崎 県 病 院 局
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　県立病院事業の令和７年度下半期の業務状況と令和８年度の事業の経営方針及び予算

の概要をお知らせします。

　　令和７年度下半期の事業の概況は、次のとおりです。

 (1) 患者の概況

　　 令和７年度下半期における利用患者数は、延入院患者数140,174人、延外来患者数

　  166,142人で、前年度同期と比較すると、入院で12,760人減少、外来で3,048人減少

　  しています。

 　ア　延入院患者数（下半期）

（単位：人、％）

病院名 ７年度 ６年度 増　減 増減率

宮崎病院 62,860 68,033 △ 5,173 △ 7.6

延岡病院 50,620 53,761 △ 3,141 △ 5.8

日南病院 26,694 31,140 △ 4,446 △ 14.3

計 140,174 152,934 △ 12,760 △ 8.3

 　イ　延外来患者数（下半期）

（単位：人、％）

病院名 ７年度 ６年度 増　減 増減率

宮崎病院 73,395 76,996 △ 3,601 △ 4.7

延岡病院 55,765 54,150 1,615 3.0

日南病院 36,982 38,044 △ 1,062 △ 2.8

計 166,142 169,190 △ 3,048 △ 1.8

 (2) 職員の状況

県立病院事業の業務状況

１　事業の概況

（単位：人）

職種

年度

217 53 47 56 99 1,146 68 1,686

220 53 48 56 100 1,148 67 1,692

3 0 1 0 1 2 △ 1 6

※　各年度３月31日現在です。また、管理者を除いた数です。

臨　床
検　査
技　師

７年度

増　減

６年度

事務員 計看護師等医　師 薬剤師
診　療
放射線
技　師

そ の 他 の
医 療 技 術 員
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 (1) 収益的収支（下半期）

　　 令和７年度下半期の収益的収支の状況は、次のとおりです。

（単位：千円）

区分

病院名 医業収益 医業外収益 特別利益 計 医業費用 医業外費用 特別損失 計

8,008,576 2,557,031 0 10,565,607 10,503,633 597,825 0 11,101,459 △ 535,852

6,704,473 1,727,497 19,931 8,451,902 7,780,892 421,684 0 8,202,575 249,327

2,318,564 1,003,230 6,010 3,327,804 3,628,282 172,284 0 3,800,565 △ 472,761

17,031,613 5,287,758 25,941 22,345,313 21,912,806 1,191,793 0 23,104,599 △ 759,286

※　四捨五入の関係で、内訳と合計が一致しない場合があります。

　(2) 資本的収支（下半期）

　　　令和７年度下半期の資本的収支の状況は、次のとおりです。

 (3) 貸借対照表

　　 令和８年３月31日現在の貸借対照表は、次のとおりです。

宮崎病院

延岡病院

２　経理の状況

収　益　（Ａ） 費　用　（Ｂ） 差引
Ａ-Ｂ

日南病院

計

（単位：千円）

企 業 債 1,887,200 建 設 改 良 費 1,525,233

一 般 会 計 負 担 金 1,460,599 企 業 債 償 還 金 2,190,900

一 般 会 計 借 入 金 0 投 資 4,200

補 助 金 840

そ の 他 資 本 収 入 5,437

計 3,354,076 計 3,720,333

収支差引 △ 366,257

※　四捨五入の関係で、内訳と合計が一致しない場合があります。

収　　入 支　　出

（単位：千円）

勘定科目 金　額 勘定科目 金　額

固定資産 57,022,650 固定負債 52,602,203

流動資産 18,368,435 流動負債 19,055,113

繰延資産 0 繰延収益 6,224,011

負債合計 77,881,327

資本金 12,743,396

剰余金 △ 15,233,637

資本合計 △ 2,490,242

資産合計 75,391,085 負債・資本合計 75,391,085

※　四捨五入の関係で、内訳と合計が一致しない場合があります。

負債・資本の部資産の部
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 (1) 企業債明細表

　　 令和８年３月31日現在の企業債の状況は、次のとおりです。

（単位：千円）

当年度 累　計

82,918,800 4,334,689 35,917,239 47,001,561

※　四捨五入の関係で、内訳と合計が一致しない場合があります。

 (2) 一般会計借入金

　　 令和８年３月31日現在の一時借入金の状況は、次のとおりです。

（単位：千円）

当年度 累　計

5,000,000 0 0 5,000,000

 (3) 一時借入金

　　 なし

借入総額

発行総額

３　企業債及び借入金の現在高

償還額
未償還残高

償還額
未償還残高
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 (1) 経営方針
　　 公共の福祉の増進と経済性の発揮との調和を図りながら、本県の中核病院としての
　 医療水準・患者サービスの向上と県民医療の確保を図ることを基本としています。

 (2) 年間患者数（予定量）

 (3) 予算の概要
 　ア　収益的収入及び支出
 　　　収入 （単位：千円）

款 項 目 予定額 備　考

病院事業収益 46,979,418

医業収益 40,033,777

入院収益 27,640,264

外来収益 11,226,791

一般会計負担金 685,495

その他医業収益 481,227

医業外収益 6,945,641

受取利息配当金 3,606

一般会計負担金 3,927,319

一般会計補助金 0

補助金 43,387

長期前受金戻入 2,777,387

その他医業外収益 193,942

特別利益 0

 　　　支出 （単位：千円）

款 項 目 予定額 備　考

病院事業費用 50,318,726

医業費用 49,585,745

給与費 21,725,579

材料費 14,840,202

経費 7,858,871

減価償却費 4,836,674

資産減耗費 103,492

研究研修費 220,927

医業外費用 729,981

支払利息及び企業債取扱諸費 324,490

雑損失 89,796

消費税及び地方消費税 15,000

繰延勘定償却 0

長期前払消費税勘定償却 300,695

特別損失 0

予備費 3,000

４　令和８年度の事業の経営方針及び予算の概要

（単位：人）

８年度 ７年度 増　減

延入院患者数 322,139 341,187 △ 19,048

延外来患者数 372,492 377,832 △ 5,340

計 694,631 719,019 △ 24,388
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 　イ　資本的収入及び支出

 　　　収入 （単位：千円）

款 項 目 予定額 備　考

資本的収入 5,766,624

企業債 2,663,900

企業債 2,663,900

一般会計負担金 3,099,220

一般会計負担金 3,099,220

補助金 3,504

補助金 3,504

 　　　支出 （単位：千円）

款 項 目 予定額 備　考

資本的支出 8,270,247

建設改良費 2,901,423

改築整備費 0

改良工事費 895,206

資産購入費 1,889,607

リース資産購入費 116,610

企業債償還金 5,331,824

企業債償還金 5,331,824

投資 36,000

投資 36,000

予備費 1,000

５　むすび

　　県立病院事業の令和７年度下半期の業務状況と令和８年度の事業の経営方針及び

　予算の概要は、以上のとおりです。

　　今後とも本県の中核病院として機能充実と経営健全化に向けた努力を重ねながら、

　より良い医療サービスの確保を目指してまいります。
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